
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

  

          

                    

 

                           

                         

 

               

                       

                      ・広く女性からの情報発信。 

             ・課題を設定した具体的活動の推進  

        

               

 ○ 食育   

 ○ 子どもを取り巻く有害環境対策 

 〇 ケータイ・インターネットに潜む危険から子どもたち 

  を守る。 

 ○ 自尊感情を高めるために 

 ○ 家族のきずな・コミュニケーションの再生 
 

 ○ 命の尊さ・あたりまえの日常への感謝 
  

 ○ 親子の信頼関係作りと親の役割 

      

        

                          

◇茨城県PTA連絡協議会女性ネットワーク委員会 

 各地区（中央・県北・県東・県南・県西）の委員長・副委員長で   

 構成する。県委員長は県P連の副会長となり、各地区委員長  

 は県P連の理事となる。 

◇各地区PTA連絡協議会女性ネットワーク委員会 

 各市町村女ネット委員長・副委員長で構成される。 

 委員長1名、副委員長をおく。 

 委員長は、地区P連副会長とすることが望ましい。 

◇市町村PTA連絡協議会女性ネットワーク委員会 

 各校女ネット委員2名ずつの参加により構成する。 

 委員長1名､副委員長をおく。委員長は、市町村P連副  

 会長となることが望ましい。 

◇単位PTA女性ネットワーク委員 
   

 ２名選出、うち1名は本部役員が望ましい。 

 女ネット   

 の使命は？ 

 ◇知ったことを口コミを 

  駆使し知った顔へ情報を 

  つなげる。 

 ◇市町村P連女ネット委員会  

  等で問題提起したり、情報交 

  換をしあう。  

◇より多くの人に伝えるために 

 PTA活動の中に情報を広め  

 るための工夫をする。 

 

◇情報を広めるため、人とつな  

 がり、組織とつながる。 

茨城県PTA連絡協議会女ネット委員会  

 単位PTA女ネット委員 

市町村P連女ネット委員会 

各地区P連女ネット委員会 

   家  庭 
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〇昭和54年・・・・ 母親委員会発足  

○平成15年・・・・ 母親委員会から“女性ネットワーク委員会”に     

       名称変更 
 

 ＊女ネット委員会の成り立ち 

  ＊ 取り組んできたテーマ 

＊女性ネットワーク委員会のつながり 

  ＊＊＊ 女ネットの組織について ＊＊＊ 

  ＊＊＊ 女ネットの活動とは ＊＊＊ 

きずなちゃん 

です。よろしくね！ 

        
    

    『 女性の視点でとらえた情報をクチコミで伝え広めることです！ 』 



  
 

A: １・まずは、女ネット委員会で開催する研修会や委員会に出席をしましょう。 

  ２・知った情報や知識を学校や身近な友だちに伝えましょう。 
 

＊女ネット委員の役割は、知っている顔から知っている顔に口コミで情報をつなぎ広めていくことです。 

                                               

                                                   

           
Ａ：あまり難しく考えずに、ランチの時・立ち話をしている時・悩みを相談された時など、ちょっとした会話の中に知って 

  いる情報を盛り込みましょう。聞いてきたことの中で、特に心に残ったこと一つだけでも伝えられればいいのです。 

  

 

 私たちの活動は、情報をつなぐために人と人とのつながりが大切になってきます。そして、情報を共有す

るためには、女性ネットワーク委員さんと学校のPTA会員さんとのつながり、そして会長さんや男性役員さん、

単位PTA、市P連とのつながりが大切です。 

 特に学校のPTA活動の中では、より多くの保護者に情報を伝える機会をつくっていくことで、女性ネット

ワーク委員会への活動への理解が深まります。私たちの活動は、保護者に必要な情報や知識を伝えるだけ

でなく、保護者の意識の向上を図るうえでも大切な役割を担っているということをPTA会長さん方にもご理

解いただき、・ご支援をいただきますようお願いいたします。  
 

Q： なぜ、「母親」ではなく、女性ネットワーク委員会なの？ 

A:これから親になる女性、就学前の乳幼児のお子さんを持つお母さんなどにも「幅広く女性に情報を発信していこう」と

いう意味をこめて命名されました。近年、子どもが育つ地域社会には、核家族化や個人情報保護法の影響もあり、孤立し

た中で子育てをしている人は必要な知識や情報を得られにくく、小学校に入ってからではすでに遅いことが多いのが現状

です。このようなことから、地域のつながりを持ちながら情報を伝える女ネットの役割は大切になっています。 

A： 
 各市町村女ネット委員会・・・・子どもを取り巻く喫緊の課題を捉えるために、それぞれの学校にいるPTA会員さんの声を女 

             ネット委員がアンテナを高くし今の問題や現状をキャッチしています。 
  

 各地区女ネット委員会･･･ 各市町村女ネットや地区女ネットでの情報交換の場で現場の声から出てきた問題について取 

             り上げ、情報交換や協議をします。 

  

 茨城県女ネット委員会・・・・ それぞれの地区から出てきた問題について、今どんなことが子どもたちにとって解決すべき課  

             題なのかを協議を重ね、テーマとして設定しています。 

  

Q： 学校で情報を伝えるためには何をすればいいの？ 

Q： テーマって、どうやって誰が決めているの？ 

例○役員会や学年委員会でチラシを配布したり情報を伝える。 

 ○広報誌に情報を掲載する。 ○課題に関する内容のアンケートをとる 

        ○人の集まる入学説明会や、PTA総会でアピール！ 

 ○学校で講師を呼べるように会長や先生に働きかける。 

 〇懇談会等での協議の課題としてテーマに関連する内容を取り上げても  

  らえるようにPTA会長に提案する等          

より多くの保護者に伝えるた

めに出来ることはないです

か？         

Q： なかなか口コミで、情報を伝えられないのですが、どうしたらいいでしょうか？  


